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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　アミロイドーシスは前駆体蛋白から誘導された不溶

性アミロイド線維が細胞外に沈着する代謝性疾患であ

る．前駆体蛋白は異なった複数のものが知られている

にもかかわらず，コンゴーレッド陽染，βシート構造な

ど形態学的共通性を持つこと，ならびに沈着物中に共

通成分が認められることより，これらが線維形成に重

要な役割を担っていると注目されるようになってき

た．われわれはβ2一ミクログロブリン（β2－M）を前駆体

蛋白とする透析アミロイドーシスにおいてアミロイド

沈着物とglycosaminoglycan，プロテアーゼインヒビ

ター，炎症性蛋白との関連を沈着物の構成成分として

組織学的に検討した．

　方法

　材料としては透析患者で手根管症候群と診断された

28名より手術時に得られた滑膜を用いた．パラフィン

および凍結切片をコンゴーレッド染色するとともに

β2－M抗体，hyaluronic　acid　binding　protein

（HABP），　heparan　sulfate　glycosaminoglycan（HS－

GAG）抗体，　chondroitin　sulfate　proteoglycan

（CSPG）抗体，　dermatan　sμ1fate　proteoglycan

（DSPG）抗体，α1－anti－chymotrypsin（αrACT）抗体，

α1－antitrypsin（α、一AT）抗体，　interα一trypsin　inhibitor

（ITD抗体，　haptoglobin抗体，　ubiquitin抗体を用い

てlabelled　streptavidin・biotin法，　peroxidase一

antiperox童dase法にて染色した．　HABP，　CSPGに対

して消化実験を行い，HS・GAGに対してはアミロイド

線維水抽出後ウェスタンプロッティング法にて存在を

確認した．

　結果

　β2－Mは全例コンゴーレッド陽性部位に一致して染

色された．HS－GAGはβ2－M沈着物に一致して染ま

り，ウェスタンプロッティング法にて16kDaの位置に

バンドが1本認められた．HABPはβ2－M沈着物の周

囲，同一部位，やや離れた部位と3種類の染色性を示

した．CSPGも同様に一部の沈着物に一致したのみで

あった．DSPG，α1－ACT，α1－AT，　ITI，　haptoglobin，

upiquitinは陰性であった．

　考察

　これまで，透析アミロイドーシスの沈着物中には

HSは検出されず，　HAとCSのみが認められたとされ

てきた．これはアミロイド線維を水抽出後に酵素消化

実験を行うという生化学的手法を用いているため，線

維外のglycosaminoglycanの混入は否定できない．わ

れわれは直接染色することによって局在を検討するこ

とができた．その結果，HS・GAGは沈着物の構成成分

の一つとしてβ2－Mと共存すると判明し，他のアミロ

イドーシスと同様に線維形成に大きな役割を果たして

いると考えられた．また，HAやCSは滑膜内でβ2－M

沈着物の周囲に存在することから，線維形成そのもの
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よりむしろ滑膜の炎症を反映しているものと思われ
た．

　結語

　われわれは透析アミロイドーシスにおいて，HSは

β2－Mと共存すること，およびHAやCSは滑膜の問

質に多く存在することを発見した．

論　文　審　査　の　要　旨

　本研究は，透析患者に発生する焼ミクログロブリン由来のアミロイドーシスにおいて，アミロイドにhepar－

an　sulfate　glycosaminoglycanが共存していることを示したもので，学術上，価値あるものである．
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